
 

第１回科学技術人材多様化ワーキング・グループ（令和７年５月１３日））に

おける主な意見 

 

 

【技術者関係】 

（「 技術者」について） 

〇 企業における技術者と大学等における技術職員は、かなり異なる職種、スキ

ル、コンピテンシーを有している。少なくともこの場で議論する技術者の範囲

を明確化するのが良いのではないか。 

〇 技術者の人物像を共有するところから、議論をスタートさせてはどうか。産

業界で活躍する技術者、大学が必要とする技術職員等について、それぞれの人

物像を本ワーキング・グループメンバーで共有できると良い。 

〇 大学の技術職員の育成と企業の技術者の育成については、共通する部分も

あるが、区別して議論したほうが良い。 

〇 技術職員は医学系や理学系の出身者が多く、技術士は工学系の出身者が多

い。また、JABEE 認定についても工学系が多い等、特定の分野に厚みがあるこ

とに留意し、対応策を検討することが必要。 

〇 それぞれに異なるコンピテンシーを持つ技術者同士の接続を図ることが必

要。 

 

（産学官連携について） 

〇 自治体が設置する公設試等において、技術的に卓越した技能や大学が保有

していない新しい分析装置等を所有していることから、地域の中核となる研

究大学として、自治体の技術職員との連携は重要であり、我が国の研究基盤の

強化にもつながる。 

〇 分析機器をはじめとする海外製品が多いことを踏まえ、我が国の国力の向

上に必要となる特定のスキルの確保の観点も含めた技術者育成が必要。 

〇 産学官連携の際に技術者や技術職員に必要となる役割やスキルについて整

理する必要。 

 

（技術職員について） 

〇 大学の技術職員の育成と企業の技術者の育成については、共通する部分も

あるが、区別して議論したほうが良い。[再掲] 

〇 技術的な業務を担っている研究者や、研究者と共に研究を担っている技術

職員など、研究者と技術職員の役割に混ざりこみが生じているため、当該人材
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に対する育成手法が課題となっている。 

〇 技術者と技術職員の役割がグラデーションになっているため、人材育成の

あり方について、本ワーキング・グループにおいて深く議論したい。 

〇 技術職員の関わる領域が多岐に渡っており、それをどのように接続するの

かを検討することが必要。また、技術士の高度な専門性の領域と技術職員の専

門性の領域をうまくつなげられるように整理できると、技術職員のキャリア

パスが具体化・可視化されるのではないか。 

 

（技術士について） 

〇 技術士の資格試験は難易度が高いと思われる中で、制度の活用促進を図る

ためには、インセンティブが見えるようにしていくこと、自立した技術者をリ

スペクトしていく社会の雰囲気の醸成が必要。 

〇 技術士資格を取得することのメリットが薄れてきているため、インセンテ

ィブの確立や資格取得の入り口を下げる等の工夫が必要ではないか。 

 

 

【研究開発マネジメント人材関係】 

〇 単なる研究支援に留まらず、研究開発プロジェクト全体をマネジメントす

る人材であり、それらに係る課題意識は研究開発イノベーションの創出に関

わるマネジメント業務「・人材に係る WG でも議論したため、方向性について違

和感はない。 

 

 

 

 

 

 


